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中

国

革

命

中
国
近
現
代
の
歩
み
は 、

ま
さ
に
革
命
の
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
る
め
ら
た

が 、

そ
も
そ
も
中
国
に
と
っ
て 、
「
革
命」

す
な
わ
ち
「
命
を

革

か
え

え
’
e
hr

む」

と
は 、

王
朝
の
姓
を
易
る
革
命 、

す
な
わ
ち
「
易
姓
革
命」

を

意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た 。

偶
数
中
国
の
伝
統
的
な
思
想
で
も
あ
っ

た
こ
の
「
革
命」

思
想
は 、

た
ん
に
王
朝
の
交
径
を
意
味
す
る
の
で

は
な
く 、

天
の
代
行
者
と
し
て
の
帝
王
（
天
子〉

が
民
衆
を
統
治
す

る
に
際
し
て 、
リ
市
役
に
ゆ
き
つ
ま
っ
た
と
き 、

天
は
新
た
な
帝
王
を

指
名
し 、

従
来
の
王
朝
に
と
っ
て
答
え
さ
せ
る 、

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た 。

冷戦抑！の国際政治

こ
う
し
た
中
国
の
「
革
命」

的
伝
統
の
な
か
で 、

近
代
的
な
慨
念

と
し
て
の
革
命 、

つ
ま
り

社
会
の
般
本
的
な
制
度
的
変
革
を
意
味
す

る
お
〈
o
r
c
s
が
中
国
と
い
う
こ
の
悠
久
の
伝
統
社
会
を
揺
り

動
か

し
た
の
は 、
一

九
世
紀
中
誌
の
太
平
天
国
の
革
命
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う 。

な
ぜ
な
ら 、

こ
の
太
平
天
国
革
命
は 、

キ
リ
ス
ト

教
的
理
想

主
義
に
の
っ
と
っ
て 、

土
地
を
農
民
に
均
分
す
る
と
い
う
土
地
革
命

の
志
向
（
「
天
朝
図
畝
制
度」）

を
内
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た 。

だ
が 、
一

時
は
第十
間
一

帯
に
威
を
誇
っ
た
太
平
天
国
が
品川
紛
の
軍

事
的
強
圧
と
自
ら
の
内
部
的
な
腐
敗
に
よ
っ
て
崩
崎惜
し
去
っ
た
こ
と 、

や
が
て
義
和
田
の
乱
に
示
さ
れ
た
中
国
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
も 、

帝
国
主
義
列
強
の
中
国
進
出
の
ま
え
に
償
え
去
っ
た
こ
と
に
は 、

そ

買� 2 t,l 

革
命
戦
略
へ
の
転
換
が
生
じ
た 。

毛
沢
東
ら
は
つ
い
に
一

万
二
千
キ

ロ
の
大
長
征
を
体
験
し 、

山
村
に
お
け
る
根
拠
地
革
命
の
意
識
と
最

小
抵
抗
線
に
お
け
る
抗
日
・

抗
戦
の
意
識
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る 。

し
か
も 、

ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
予
告
さ
れ
た
歴
史
の
飛
躍

が
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
的
退
化
の
過
程
で
停
止
し 、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が

そ
の
目
線
を
ソ
連
一

国
の
利
害
に
従
属
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
き
に 、

中
国
共
産
党
は
自
己
の
経
験
を
絶
対
的
指
針
と
し
な
が
ら 、
「
自
力

更
生」
「
自
力
抗
戦」

を
叫
ん
だ
の
で
あ
っ
た

。

長
征
途
上
の
一

九

三
五
年 、

中
国
共
産
党
道
義
会
識
で
党
内
指
導
権
を
確
立
し
た
毛
沢

東
の
思
想
と
理
論
は 、

そ
の
非
合
理
的
な
政
治
主
義
と
感
覚
的
な
経

験
主
義
と
の
ゆ
え
に 、

こ
こ
に
お
い
て
最
大
限
の
有
効
性
を
発
梅
し 、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
で
は
な
く 、

農
民
を
革
命
の
主
力
軍
と
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る 。

こ
う
し
て
一

九
四
九
年
の
中
義
人
民
共
和
国
成
立
を
も
た
ら
し
た

中
国
革
命
の
勝
利
は 、

ま
さ
に
世
界
史
に
お
け
る
巨
大
な
ド
ラ
マ
と

な
っ
た
の
で
あ
る 。

そ
れ
は
中
国
が 、
一

八
四
O
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争

開
戦
以
来 、

太
平
天
国 、
品川
仏
戦
争 、

目
的
戦
争 、

戊
成
政
変 、

義

和
団
事
変 、

辛
亥
革
命 、

五
・

四
通
勤 、

五
・

三
O
運
動 、

北
伐
戦

争 、

土
地
革
命
戦
争 、

抗
日
戦
争 、

人
民
解
級
戦
争
を
経
て 、
一

九

四
九
年
の
中
慈
人
民
共
和
国
樹
立
に
い
た
る
過
程
で 、

敗
北
と
挫
折

そ
し
て
ま
た
抵
抗
と
勝
利
を
経
過
し
な
が
ら 、

帝
国
主
義
段
階
の
世

界
史
が
生
み
だ
し
た
歴
史
の
断
府
を
そ
の
地
底
に
お
い
て
く
ぐ
り
ぬ

け
た
か
ら
で
あ
り 、

い
ま
ま
た
中
国
社
会
の
社
会
主
義
的
変
革
を
志

向
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
っ
た 。

。

F向山吋

〕
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九
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ュ

。

れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た 。

市
朝
末
期
の
開
明
的
な
官
僚
が、
知
浪
人

は 、

洋
務
運
動
や
変
法
運
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、

中
国
の
近
代
化

を
求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
を
つ
づ
け
た
が 、

中
国
全
体
と
し
て
は 、

長
い
間
の
中
国
文
明
の
伝
統
的
世
界
の
な
か
で
「
中
華
思
想」

に
安

住
し
つ
つ 、

列
強
の
進
出
に
た
い
す
る
内
側
か
ら
の
対
応
策
を
つ
い

に
講
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
一

九
O
五
年
に
中
国
革
命
同
盟
会
を

組
織
し
た
孫
文
ら
は 、

い
わ
ゆ
る
三
民
主
義
の
綱
領
を
か
か
げ
て
ブ

ル
ジ
ョ

ア
民
主
主
義
革
命
に
立
ち
あ
が
り 、

中
務
民
国
を
創
建
し
て

中
国
を
近
代
国
家
と
し
て
再
結
成
す
る
こ
と
を
試
み
た 。
一

九
一
一

年
の
辛
亥
革
命
は 、

こ
う
し
て
泊
朝
を
打
倒
し 、

新
し
い
共
和
国
を

打
ち
た
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し 、

辛
亥
革
命
の

成
果
が
や
が
て
袋
枇
凱
を
中
心
と
す
る
車
問
政
権
の
手
中
で
投
げ
す

て
ら
れ
て
い
っ
た
と
き 、

中
国
の
知
故
人
や
背
年
た
ち
の
挫
折
と
動

揺
は 、

き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
は
中
国
革
命
の
敗
北
も
決
定
的
で
あ

っ
た 。

だ
が 、

敗
北
と
挫
折
と
の
循
環
的
連
続
の
来
て
に
残
さ
れ
た

も
の
は 、

も
は
や
断
固
不
動
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
自
党
以
外
に
は

あ
り
え
な 、
ぃ

。
一

九
一

七
年
の
ロ
シ
ア
十
月
革
命
と
一

九
一

九
年
の

五
・

四
運
動
は
そ
う
し
た
自
覚
へ
の
媒
体
と
な
り 、

新
し
い
革
命
の

た
め
の
行
動
が
開
始
さ
れ
た 。

い
わ
ゆ
る
国
民
革
命
と
そ
の
具
体
的

行
動
と
し
て
の
北
伐
革
命
戦
争
が
そ
れ
で
あ
っ
た
が 、

こ
の
国
民
革

命
も
一

九
二
七
年
の
上
海
ク
ー

デ
タ
に
よ
っ
て
大
き
く
分
裂
す
る
や 、

7

一

九一

二

年
に
創
立
さ
れ
て
い
た
中
国
共
産
党
内
部
で
は 、

根
拠
地

6

だ
が
同
時
に 、

中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
来
の
半
世
紀
に
近
い
歩

み
は 、

中
国
革
命
の
大
き
な
果
実
が 、

毛
沢
東
政
治
と
社
会
主
義
権

力
の
さ
ま
ざ
ま
な
退
行
現
象
に
よ
っ
て
刈
り
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
示
し
て
お
り 、

こ
の
社
会
に
大
き
な
病
痕
を
残
し
て
今
日
に
い

た
っ
て
い
る 。

文
化
大
革
命
や
六
・

四
天
安
門
事
件
の
悲
劇
は
そ
の

こ
と
の
証
明
で
あ
っ
た 。

そ
し
て 、

今
日
の
中
国
は
「
社
会
主
義
市

場
経
済」

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
で
「
革
命
中
国」

か
ら
刻
一

刻
と

雛
脱
し
つ
つ
あ
る 。

こ
う
し
て
中
国
革
命
は 、

人
類
の
将
来
に
た
い
し
て
も 、

数
多
く

の
歴
史
の
教
訓
を
与
え
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う 。

（
中
嶋

嶺
雄）

68 

毛
沢
東
（
PA
S
P－色02開・
5
8・
5吋由｝

中
国
革
命
の
指
存
者
と
し
て
中
務

人
民
共
和
国
の
建
国
を
担
っ
た
毛
沢
東
は 、
一
九
三
五
年
の
中
国
共
夜
党
道
義
会
幅削

に
わね
い
て
党
内
指
消印
織
を
硲
立
し
て
以
来 、

七
六
年
の
死
に
い
た
る
四
十
有
余
年
を

激
動
の
中
国
政
治
史
の
孤
占…
に
立
ち
つ
づ
け
た
革
命
家
で
あ
っ
た 。
自
ら
を
中
国
古

来
の
英
傑
に
な
ぞ
ら
え
た
毛
沢
東
は 、

ニ
O
世
紀
の
巨
星
の
な
か
で
も 、

も
っ
と
も

散
し
く
御

世
界
を
ひ
っ
か
き
ま
わ
し
て
き
た
mp
で
も
あ
っ
た 。
〈
貧
困
の
ユ
ー
ト

ピ
ア〉

を
求
め
て
『
毛
沢
双
思
怨h
を
絶
対
化
し 、

そ
の
カ
リ
ス
マ
的
政
治
支
促
の

も
と
で
文
化
大
革
命
と
い
う
虚
官官
に
中
回
全
土
を
熱
狂
さ
せ
は
し
た
が 、

袈－
江
押H

の
政
治
的
野
心
を
も
許
し
た
晩
年
の白紙
父
反
体
制
が ．

今
日 ．

中
間闘
政
治
に
お
け
る

非
毛
沢
東
化 、

毛
沢
東
批
判
と
な
っ
て
報
復
さ
れ
て
い
る
惣
劇
の
英
雄
だ
と
も
い
え

よ
う 。

（
中
的）

『国際政治経済の基礎知識「「中国」　『有斐閣-1993.12.20
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中

ソ

対

立

広
大
なユ
ー
ラシ
ア
大陸の
東山厚か
ら
内陸の
中
央ア
ジ
ア
にい

たる
まで、
七
六
0
0
キロ
に
なん
なん
と
する
国
境を
連ねて、

ソ
連と
中
国とい
う
巨
大
な
国
家が
相
対
峠してい
る
とい
う地
政

学
的
現実を
考え
ただ
けで
も、
中ソ
関
係とい
うこ
の特
殊な
国

際
関
係の
歴
史
的
位
置は
ただ
な
らぬ
もの
で
ある
とい
わ
な
けれ

ば
な
ら
ない。
し
か
もロ
シ
ア
民
族と
漢
民
族とい
う、
い
ずれ
も

他民
族
を
統
合・
同
化
しよ
うと
する
衝
動の
強い
二
つ
の
民族の

近三O
O
年
来の
出
会い
の
歴
史は、
きわ
め
て
摩
擦の
多い
もの

で
あっ
た。
そのよ
うな
両
民
族が
現
代にい
たっ
て
と
もに
革
命

国
家
を
形
成
し
たこ
と
は、
両
者の一
致と
団
結よ
り
も、
競
合と

対立
をお
の
ずか
ら
もた
ら
す
もの
と
考えるほ
うが
自
然で
ある

の
か
も
し
れ
ない。

だ
が、
一
九
四
九
年の
中
華人
民
共
和
国
成立
以
降、
毛
沢
東
中

国の
「
向ソ一
辺
倒」
宣
言や
双
方の
「
中ソ
友
好」
の
スロ
ー
ガ

ン
が
あま
りに
も
華々
し
く
喧
伝さ
れ
た
が
ゆ
えに、
社
会主
義
陣

営の
団
結とい
う虚
構が、
あた
か
も
真実で
ある
かのよ
うに
み

な
され、
中ソ
の一
枚
岩
的
団
結とい
う
〈
神話〉
が
形
成
さ
れ
て、

外部
世
界を
含むほ
とん
ど
すべ
ての
人
び
と
がこ
の
神話に
と
り

つ
か
れ
て
きたの
で
あっ
た。

し
か
し、
神話は
所
詮
潰え
去る
もの
で
ある。
い
わ
ゆ
る
「ス

多極化の傾向

戦H
へ
とい
う
歩み
は、
たん
に
中ソ
両
国
関
係の
み
な
ら
ず、
い

わ
ゆ
る
冷
戦
サプ・
シス
テム
と
しての
中ソ
関
係の
転
換によっ

て
国
際政
治の
流
動
化を
さ
らに
促
進
し、
中
越
関
係や
ソ
越
関
係

に
見ら
れ
るよ
うに、
と
くに
ア
ジ
アの
国
際
環
境を
大
き
く
変
動

さ
せ
たの
で
あっ
た。
だ
が、
H
中ソ
冷
戦H
も
や
が
て
極
限に
達

し
た
だ
けに、
中
国に
お
ける
非毛
沢
東
化の
進
展によっ
て、
中

ソ
対立
を
もた
ら
し
た
要因が
解
消し
た一
九
七
0
年
代以
降は、

中ソ
和
解の
可
能
性に
注目せ
ざる
を
得な
く
なっ
て
きた。
非毛

沢
東
化の
進
展とい
う中
国
内
政との
関
連で
中ソ
関
係を
見る
か

ぎ
り、
政
府間
関
係は
もと
よ
り
党と
党との
関
係に
おい
て
も、

中ソ
関
係が
改
善
さ
れる
要
因が
成
熟しつ
つ
あるこ
と
に
着目
し

な
ければ
な
ら
なかっ
たの
で
ある。
しか
も、
毛
沢
東以
後の
中

圏
内
政
の
変
化
は、
も
は
や
元
に
戻
る
こ
と
の
で
き
ない
地
点

（
ち
吉
弘
g
z
zg）
を
越
え
た
も
の
と
し
て
の
本
質
的
な
社
会

的・
歴
史
的
背景を
も‘っ
てい
る
だ
けに、
実
質的
な
非毛
沢
東
化

の
著
しい
進
行と
と
もに、
郵
小
平に
代
表さ
れ
てい
る
旧
実
権
派

勢
力の
路
線が
強
化さ
れる
に
従っ
て、
旧
実
権
派の
対ソ
認
識・

対ソ
態
度が、
毛
沢
東の
対ソ
認
識・
対ソ
態
度と
は
根本
的に
異

なっ
てい
たこ
と
に
注目せ
ざる
を
得なかっ
たの
で
ある。
中
国

の
対
外
姿
勢は
必
ず
内
政の
変
化を
反
映して
岳
伶
除に
動
くの
で

あ
り、
内
政
要因は
国
際政
治のパ
ワl・
ポ
リ
ティッ
クス
の
要

因よ
り
も
強い
と
断
言してよい
の
で
は
ない
か。

かつ
て
の
中ソ一
枚
岩の
団
結とい
う
神話が
崩
壊し
た
あと
に、

今
度
は
永
遠
の
中
ソ
対
立
と
い
う
〈
新
し
い
神
話〉

が
生
ま
れ
た
が、

第4$

可MV－
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タ
l
リン
批
判」
を
敢
行し
た一
九五
六
年二
月の
ソ
連
共
産
党
第

二
O
回大
会は、
両
体
制聞の
平
和共
存、
世
界戦
争の
可避・
不

可避、
社
会主
義へ
の
移
行の
多様
性とい
う
命題や、
ス
ター
リ

ン
個
人
崇
拝
の
問
題
を
め
ぐっ
て
中ソ
両
共
産
党
間の
イ
デ
オロ

ギー
的・
理
論
的
不
和を
もた
ら
す
発端と
な
り、
や
が
て
潜在
的

な
中ソ
論
争の
過
程を
経て、
六O
年以
降に
は
中ソ
論
争が
公
然

化し、
中ソ
の一
枚
岩
的
団
結とい
う
神話
も
音を
た
て
て
崩
壊し

て
し
まっ
た。
しか
も、
歴
史
的
事実と
して
は、
中ソ
関
係は
は

や
く
も一
九五
八
年の
台
湾
海峡
危
機
前後の
時期に、
一
方で
は

中ソ
聞の
深
刻
な
利
害
対立と
しての
軍
事
防
衛
抗
争を
通じ、
他

方で
は、
中
圏
内
部の
人
民公
社、
「大
躍
進」
政
策をめ
ぐっ
て、

深
刻
な
決
裂を
見てい
たこ
と
が
明ら
か
に
なっ
たの
で
ある。

や
が
て
中ソ
関
係は、
一
九
六O
年
以
降の
中ソ
論
争の
公
然
化

か
ら
六三
年
夏の
中ソ
両
党
会
談
決
裂によ
る
中ソ
対立へ、
次い

で
六九
年
春と
夏の
中ソ
軍
事
衝
突へ
と
発
展し、
さ
らに
七
0
年

代に
入るや、
他
方に
お
ける
米中
接
近の
到
来に
比
して、
ま
さ

に
H
中ソ
冷
戦H
と
もみ
な
し
うる
グロ
ーバ
ル
な
国
際政
治上の

抗
争と
なっ
た。
こ
うして
中ソ
対立は、
現
代
史に
お
ける
重
要

な一
章と
しての
歴
史
的
過
程を
形
成
して
きたの
で
ある
が、
中

ソ
関
係は、
その
特
異
な
位
相によっ
て、
それ
が
しば
しば
双
方

の、
と
くに
中
国
側の
圏
内
政
治
過
程にピ
ル
ト・
イン
さ
れ
る
が

ゆ
えに、
中ソ
関
係の
ダ
イ
ナミズ
ム
は、
い
きおい
動
態
的た
ら

ざる
を
得なかっ
たの
だ
とい
えよ
う。

こ
の
よ
う
な
中ソ
論
争か
ら
中ソ
対
立へ、
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そ
し
て
H
中ソ
冷

その
よ
うな
神話に
呪
縛
さ
れ
て
し
ま
うこ
と
は
また、
きわ
め
て

危
険
なこ
と
だっ
た
とい
えよ
う。
一
九
八
九
年五
月のゴ
ルバ
チ

ョ
フ
訪
中によっ
て
達
成
さ
れ
た
中ソ
関
係の
ほ
ぼ
完全
な
正
常
化

は
その
こ
と
を
知実に
示し
たの
で
あっ
た。

こ
うし
た
歩み
の
の
ちに、
一
九
九一
年
夏に
起こっ
たソ
速の

政
変と
非共
産
党
化、
そ
して
同
年
末の
ソ
連
邦
解
体は、
天
安
門

事件（八九年六月四日）
以
降の
中
国
当
局の
社
会
主
義
強
権
体
制

と
大
き
く
議
離
する
と
と
もに、
中
国
共
産
党に
大
き
な
衝
撃を
与

え
た。
こ
うして
中
国とロ
シ
ア
連
邦をは
じめ
と
する
旧ソ
連諸

国との
関
係の
将
来に
新た
な
注目が
集まっ
てい
る。（

中
嶋
嶺
雄）

ブ
レ
ジ
ネ
フ
〈旬
g
ES

SE2
切句
gE
S－
s
g’
sv
ソ
連
共
産
党
書

記
長
二
丸
六
六
｜人

二
年） 。
一
九＝
＝
年
か
ら
三
五
年
ま
で
金
属
専
門
学
校に

学ぶ 。
＝
＝
年
入
党 。
フル
シ
チョ
フ
解
任
後 、
第一
書
記に
就
任
す
る
と 、
党－

ソ
ヴィエ
ト

機
関
を
再
建
す
る一
方 、
消
費
物
資
の
増
産と
農
業
の
振
興
を
主
眼と

して
経
清
改
革
を
行っ
た 。
対
外
的に
は 、
平
和
共
存
路
線
を
踏
襲・
進
展
さ
せ
た

が 、
中ソ
関
係は
改
善で
き
な
かっ
た 。
二
四
回
党大
会（一
丸
七一
年）
以
降指

導
力
を
強め 、
七
七
年に
は
最
高
会
議
幹
部
会
鰻
長（
ソ
連
元
首）
を
蕪
任 。
同
年

一
O
月 、
全
人
民
国
家へ
の
移
行
を
規
定し
た
『プレ
ジ
ネフ
憲
法」
を
探
択
した 。－ －

しか
し 、
そ
の
後は
圏
内
経
済が
停
滞
し 、
ま
た
デ
タン
ト
もア
フ
ガ
ン
介
入
以
来

行
き
詰
ま
る
な
ど 、
プレ
ジ
ネフ
の
慎重
で
実
務
的
な
政
治も
限
界
を
見
せ
た 。
一

九
八
二
年 、
心
臨
不
整脈な
ど
合
併
症で
死
亡 。

（
角田）
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大

躍

進

政

策

大
飽
進
政
策は、
毛
沢
東
型
社
会主
義建
設路
線の
モ
デル
で
あ

り、
－
般に
は、
一
九
五
八
年後
半の
中
国が
社
会
主
義建
設の
総

路
線、
大
躍
進、
人
民公
社とい
う圏
内
建
設の
三つ
の
目
標を
同

時に
遂
行しよ
うと
して
掲
げた
「三
面
紅
旗」
の
スロ
ー
ガ
ン
に

よっ
て
知ら
れ
てい
る。

大
躍
進
政
策は、
「
衆
人こ
ぞっ
て
薪
を
くべ
れば
炎
も
高
し」

とい
う
中
国の
諺
を
ひい
て
推
進
さ
れ
た
と
お
り、
そ
し
て
当
時

ご
五
年で
イ
ギ
リス
に
追い
つ
き
追い
越せ」
とい
う
国
家
目
標

が
提
示さ
れ
たこ
と
に
も
見ら
れる
よ
うに、
経
済的に
立
ちお
く

れ
てい
る
中
国で
あっ
て
も、
労
働
力（人間資本）
の
大
量
投
入

によ
る
人
海
戦術
的
な
社
会
主
義建
設
方
式を
と
れば
生
産
力は
急

速に
発
展し、
生
産は
飛
躍
的に
増大
する、
とい
う政
策で
あっ

た。こ
うして
「大い
に
意
気
込み、
つ
ねに
高い
目
標を
目
指し、

よ
り
多く、
よ
り
早
く、
よ
り
良
く、
よ
り
経
済的に
社
会主
義を

建
設
する」
とい
う
「
社
会
主
義建
設の
総
路
線」
が
精
神
的
原
則

と
して
提
起
さ
れ、
『
共
産
主
義が
わ
が
国に
実
現
する
の
も、
も

は
や
速い
将
来の
こ
と
で
は
ない」（
中共中央「農村に人民公社を

設立する
問題に閲する決説』
一
九五八
年八月二九日）
と
して、

五
八
年
夏に
出
現し
た
人
民公
社が
農
村に
お
ける
大
躍
進
政
策の

し、
彰
徳
懐らは
こ
の
と
きの
党
内
闘争に
敗
北
して
失
脚
し
た
も

の
の、
毛
沢
東も
大
路
進
政
策失敗の
責
任上、
国
家主
席を
辞
任

して
政
治の
第一
線か
ら
暫
時
引
き
さ
が
ら
ざる
を
得な
く
なっ
た。

今日、
中
国
共
産
党は
大
路
進
政
策の
誤
りを
党の
決
議
二
九

八
一

年
六
月
の
一
一

期
六
中
全
会
に
お
け
る
『
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴

史的問題に関する決線」）
に
おい
て
も
明
白に
指
摘
し
て
お
り、

筆
者
が
早
くか
ら
そ
う
し
てい
た
よ
うに、
「大
飽
進」
政
策と
括

弧を
用い
て
表
現
するよ
うに
なっ
てい
る。

（
中
嶋
嶺
雄）

多極化の傾向第4奪

実
行
単
位と
して
組
織
化さ
れ
た。

こ
の
よ
うな
大
躍
進
政
策は、
生
産
力の
発
展よ
り
も
生
産
関
係

を
重
視
し、
人
間の
主
観
的
能
動
性に
依
拠
し
て
「
専」
よ
り
も

「
紅」
を
優
先
させ
た
「
毛
沢
東
思
想」
の
危
険
な
実
験、
つ
ま
り

冒
険で
あっ
た。

こ
うして
中
国で
は
大
躍
進
政
策が
熱
烈な
大
衆
運
動と
して
展

開さ
れ、
短
期
間の
うちに
次々
と
生
産目
標が
高め
ら
れ
ていっ

た。た
と
えば、
鋼
生
産に
か
ん
し
て
は、
「
すべ
て
の
農
村が
工
場

に
なる」
との
スロ
ー
ガ
ン
の
もと
で
全
国の
農
村に
土
法
高
炉が

建
設さ
れ、
五
八
年二
月の
生
産
計画で
は
鋼生
産
六二
四
万人
0

0
0トン（
年間）
で
あっ
た
もの
が、
同
年
末に
は
次
年
度目
標

一
人
O
O
万
トン
ま
で、
一
年
間で
三
倍もの
「大
躍
進」
計画が

設
定さ
れ
た。
食
糧生
産は一
億九
六O
O
万
トン
か
ら
同
じ
く五

億二
五
O
O万
トンへ
と
目
標
数
字がは
ね
あがっ
た。
しか
し、

や
が
て
土
法高
炉で
生
産
さ
れ
た
鉄は、
実
際に
役立
た
ない
粗
悪

品で
あるば
か
りか、
通
常よ
りコ
ス
ト
も
高い
もの
で
あるこ
と

が
明ら
か
に
な
り、
農
業生
産
も
競
争に
煽ら
れ
た
水
増し
生
産だ

っ
たこ
と
が
明
白に
なっ
て、
中
国の
農
村は、
大
路
進
政
策の
熱

狂の
あと、
荒
廃の
極に
達し
た。

こ
うして、
一
九
五
八
年五
月の
中
国
共
産
党人
全
大
会
第二
回

会
議で
高ら
かに
宣
言さ
れ
た
大
躍
進
政
策で
あっ
た
が、
その
深

刻
な
ひ
ずみ
が、
翌
五
九
年八
月
の
中
国
共
産
党八
期八
中
全
会

（
虚山会議）
での
彰
徳
懐
国
防
部
長らに
よ
る
毛
沢
東
批
判
を
招
来

164 
165 



16 

文

化

大

革

命

一
九
六五
年
秋か
ら
中
国に
起こっ
た
文
化大
草
命は、
全
世
界

に
大
き
な
衝
撃を
与え
たば
か
りか、
革
命とは
何か、
社
会主
義

とは
何か
とい
う課
題
を
改め
てっ
きつ
け、
同
時に、
従来の
中

国
イメ
ー
ジ
を
大
き
く
切
り
く
ずし、
塗
り
変えていっ
た。
翌一

九
六
六
年
夏に
「造
反
有理」
の
スロ
ー
ガン
を
か
か
げて
突
如と

して
出
現し
た
紅
衛
兵の
過
激
な
運
動や、
相次
ぐ
政
治
指
導
者の

失
脚、
そ
して
毛
沢
東の
絶
対的
権
威の
確立とい
う一
連の
事
態

は、
誰
もが
予
想
し
得
なかっ
た
政
治
的
大
変
動で
あっ
た。

中
国で
は、
こ
の
よ
う
な
文
化大
革
命を、
「
人の
魂にふ
れ
る

革
命」
だ
と
強
調
し、
「プロ
レ
タ
リア
文
化
大
草
命」
は
「
中
国

社
会主
義
革
命の
新
段
階」
を
函
する
もの
だ
と
公
式に
規
定
し、

文
化大
草
命は、
毛
沢
東が一
九
六二
年九月の
中
国
共
産
党八
期

一
O
中
全
会で
全
党・
全
人
民に
向
けて
発
動
し
た
「
絶
対に
階
級

と
階
級
闘
争を
忘れ
て
は
な
ら
ない」
との
指
示を
出
発
点に
する

もの
だ
とい
わ
れ
た。
そ
して、
こ
の
よ
うな
「
草
命」
の
最
大の

目
標は、
社
会主
義
社
会に
お
ける
階
級
闘
争の
貫
徹に
あ
り、
当

面は
「
党
内の
資
本主
義の
道を
歩む一
握
りの
実
権
派」
を
根こ

そ
ぎ
打
倒
するこ
と
が
最
大の
課
題だ
と
さ
れ
たの
で
あっ
た。

文
化
大
革
命は、
一
貫して
党
内
闘
争と
しての
本
質と、
こ
う

し
た
党内
闘
争の
大
衆運
動化とい
う
内
容を
もっ
てい
るの
で
あ

多極化の傾向

の
もと
で、
その
よ
うな
政
策が
推
進
さ
れ
る
に
およ
ん
で、
中
国

民
衆の
抵
抗に
出
会い、
つ
い
に
破
産
し
たの
だ
とい
えよ
う。
一

九
七五
年
夏の
杭
州
事
件、
翌七
六
年四月の
天
安門
事
件は、
毛

沢
東政
治へ
の
大
衆の
反
乱で
も
あ
り、
老
齢
化し
た
毛
沢
東を
か

つ
い
で
権
勢をほ
しい
ま
まに
し
た
毛
沢
東側
近の
江
青、
張
春
橋、

挑
文
元、
王
洪
文は
「四
人
組」
と
して
同
年一
O
月の
北
京政
変

で
華国
鋒、
在
東
興らの
も
う一
つ
の
側
近
勢
力によっ
て
逮
捕さ

れ、
失
墜
をよ
ぎ
な
く
さ
れ
た。

とこ
ろ
で、
文
化大
革
命は
毛
沢
東政
治の
極
限
的
な
形
態と
し

て
実
現し
た
歴
史に
類
例の
ない
ド
ラマ
で
あっ
た
が、
それは
党

内の
政
策
対
立や
意
見の
相違を、
党
内の
社
会
主
義
的
民主
主
義

によ
る
制
度
的
諸
措
置に
よっ
て
調
整
するこ
と
を
根本
的に
拒
否

して
きた
中
国
共産
党の
政
治
体
質その
もの
か
ら
導きだ
さ
れ
た

帰
結で
ある
とい
わ
ねば
なら
ない。

要
する
に
文
化
大
草
命の
本
質は、
「
階
級
闘
争」
とい
う
名の

もと
での
党
内
闘
争で
あるこ
と
は
明らかで
あ
り、
中
国
共
産
党

に
生
起
し
た、
深
刻かつ
未
曾
有の
党内
闘
争を、
あら
ゆる
論
理

と
強
権を
用い
て、
毛
沢
東の
勝
利に
帰
そ
うと
し
た
政
治
過
程こ

そ
文
化大
革
命で
あっ
た
とい
わ
ねば
な
ら
ない。
もとよ
り、
こ

うし
た
党内
闘
争を
大
衆
運
勧
化してい
くとこ
ろに
毛
沢
東政
治

の
著しい
特
質が
あっ
たこ
とはい
うまで
も
ない
が、
こ
の
よ
う

な
党内
闘
争に
おい
て、
毛
沢
東が
当
初
明らかに
少
数
派で
あっ

たこ
と
は、
文
化大
革
命の
性
格を
決
定づ
けたの
で
あっ
た。

こ
うし
た
状
況の
なかで、
毛
沢
東は、
彼自
身が
幾
多の
苦
難

第4章

る
が、
そこ
に
は、
政
治
的
側
面と
イ
デ
オロ
ギー
的
側
面およ
び

社
会
的
側
面とい
う三つ
の
側
面が
あっ
た。

ま
ず政
治
的に
は、
文
化大
草
命によっ
て、
毛
沢
東主
席の
絶

対的
権
威を
確立
する
と
と
もに、
林
彪を
党
副主
席と
し、
毛
沢

東の
後
継
者と
する
新しい
政
治
的
リー
ダー
シッ
プ
を
強
行的に

確立
し
たの
で
ある。
だ
が、
こ
の
こ
と
は、
林
彪を
中
心と
する

人
民
解
放
軍の
主
導
性に
依
拠し
ない
か
ぎ
り、
劉
少
奇・
郵
小
平

をは
じめ
と
するい
わ
ゆ
る
実
権派
勢
力か
らの
奪
権が
不
可
能で

あっ
たこ
と
を
も
示してい
たの
で
あっ
て、
そこ
に
は
兵
営
体
制

化し
た
中
国の
権
力
中
枢に
お
ける
政
治
的
危
機と
内
部
矛
盾が
集

中
的に
表
現さ
れ
てい
たの
で
ある。
一
九
七一
年九月に
起こっ

た
衝
撃
的
な
林
彪異
変は、
その
あら
わ
れで
あっ
た。

イ
デ
オロ
ギー
的に
は、
文
化
大
草
命は、
そ
れ
が
当
初は
「
文

芸
整
風」
と
して
あ
らわ
れ
たこ
と
に
示さ
れ
るよ
うに、
従来の

文
化や
価
値
意
識を
根本
的に
転
換しよ
うと
し
た
側
面が
あっ
た

こ
と
も
事実で
ある。
こ
こ
に
は、
社
会
主
義社
会が
その
発
展
過

程に
おい
て、
人
類の
文
化
遺
産
をどの
よ
うに
継
承して
ゆ
くか

とい
う
問
題が
含ま
れ
て
お
り、
こ
の
点で
中
国は、
自
己の
文
明

史を
も
徹
底
的に
書
き
換え
よ
うと
し
た
か
に
見え
だの
だ
が、
し

か
し、
「
毛
沢
東
思
想」
の
絶
対
化は、
思
想や
文
化を
その
本
来

的
な
生
命に
おい
て
で
は
な
く、
体
制
的
な
イ
デ
オロ
ギー
と
して

機
能させ
る
結果しか
招
か
なかっ
た。

社
会
的に
は、
い
わ
ゆ
る
「
貧
困のユ
ー
トピ
ア」・
を
求め
て
中

国
社
会
を
変
革
しよ
うと
し
たの
で
あるが、
毛
沢
東家
父
長
体
制
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をへ
てつ
く
り
あ
げて
きた
政
治
制
度や
党
機
構その
もの
を
ま
ず

破
壊しよ
うと
企
図
し
たの
で
ある。
それは、
こ
れ
らの
制
度や

機
構その
もの
はい
うま
で
も
な
く
合
法的
な
もの
で
あ
り、
彼自

身その
よ
うな
合
法的シ
ス
テム
の
なか
で
み
ずか
らの
権
威を
高

め
て
きたの
で
ある
が、
し
か
しこ
れ
らの
制
度や
機
構は
そ
れ
が

完成
し
たの
ちに
は、
毛
沢
東個
人の
主
観や
恋
意で
は
動か
ない

装
置に
転
化し、
固
定して
し
まっ
てい
る
か
らで
ある。
毛
沢
東

は、
そこ
に
実
権派の
厚い
壁を
見出
し、
官
僚主
義の
存
在を
見

たの
で
あろ
うが、
こ
の
と
きか
ら
毛
沢
東は、
従
来の
政
治
指
導

の
連
合
体
制を
見
棄て、
それに
対
抗し、
それ
を
破
壊
するこ
と

の
なか
に
新しいエ
ネル
ギー
と
新しい
権
力の
源
泉を
求め
てい

っ
た。ま

ず、
紅
衛
兵とい
う
無類の
青
少
年
大
衆に
直
接
呼び
か
けて

「
造
反
有
理」〈
謀反には道理がある）
の
風
潮をつ
く
りだ
し、
そ

れによっ
てつ
くら
れ
た
政
治
的
激
動と
毛
沢
東
崇
拝の
ク
ラ
イマ

ッ
クス
の
なか
で、
つ
い
に
は
軍を
全
面
的に
導入
して
自
己の
権

力
回
復を
遂
げた
経
過は、
こ
の
こ
と
を
明
白に
物
語っ
てい
る。

こ
うして一
九
六
0
年
代
後
半か
らの一
0
年
間は、
い
わ
ゆ
る

「
文
草の一
O
年」
と
し
て
中
国
社
会
全
体を
混
乱に
陥れ、
あ
ら

ゆる
機
関や
単
位に
おい
て
組
織
的に
も
人
的に
も
深
刻
な
亀
裂を

もた
ら
し
た
反
面、
つ
い
なん
らの
具
体
的
成
果を
産み
出
すこ
と

な
く
終わっ
た。
一
九
七
七
年八
月の
中
国
共
産
党一
一
金
大
会は

文
化大
草
命の
閉
幕を
宣言し、
一
九八一
年
六月の
中
共
中
央一

一
期
六
中
全
会に
よ
る
「
建
国以
来の
党の
若
干の
歴
史
的
問
題に
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関
する
決
議」
で
も公
式に
文
化大
革
命が
否
定さ
れ
た。

今日、
文
化大
草
命は一
場の
悪
夢と
して
公
式に
も
括弧つ
き

で
引
用
さ
れる
にい
たっ
てい
る。
その
結
果、
劉
少奇
をは
じめ

文
化大
草
命で
打
倒
さ
れ
た
指導
者が
すべ
て
復
活もし
くは
名
誉

回
復
する一
方、
当
時の
文
革
派は
こ
と
ご
と
く
失
墜・
調
落して、

毛
沢
東の
誤りが
批
判
さ
れ、
非毛
沢
東
化が
全
面
的に
進
展しつ

つ
ある。
一
時期、
わ
が
国で
も
知
識
人やマ
ス
メ
ディ
ア
によっ

て
人
類
史上の
偉大
な
実
験と
さ
え
称え
ら
れ
た
文
化大
草
命は、

結
局、
大い
なる
幻
影で
あ
り、
虚
妄で
しか
なかっ
たの
で
ある。

（
中
嶋
嶺
雄）

11 

中
国
の
現
代
化

多極化の傾向

い
わ
ゆ
る
「四つ
の
現
代
化（四↑現代化〉」（「農業・
工業・
国

防・
科学技術の
現代化」）
は、
当
初は、
ま
ぎ
れ
も
な
く
非
毛
沢

東
化の
た
めの
政
治
戦
略だっ
たの
が、
今日で
は、
中
国
社
会の

全
体的
な
経
済的
向上（
具体的指標としては今世紀末までに一
人

当たりGNPを一
000ドル
相当にする〉
に
よ
る
富
国
強
兵を
求

め
る
た
めの
新しい
国
家目
標に
転
化してい
る。

こ
こ
で、
「四つ
の
現
代
化」
が
国
家
目
標と
なる
ま
で
の
経
過

を
見る
な
らば、
ま
ず、
「四つ
の
現
代
化」
は、
一
九
七五
年一

月の
全
国
人
民
代
表大
会（
第四期第一
回会議）
に
お
ける
周
恩
来

政
府
活
動
報
告の
なかで
明
白
な
輪
郭をとっ
て
公
式に
提
起
さ
れ

た。
す
なわ
ち、
周
恩
来
総
理は、
文
化大
草
命以
前の
第三
期
全

国
人
民
代
表
大
会（一
九六四年一
二
月
l六五年一
月）
で
み
ずか

ら
提
案
した、
中
国を
「
現
代農
業、
現
代工
業、
現
代
国
防、
現

代
科学・
技
術を
そ
な
え
た
社
会主
義の
強
固に
き
ず
き
あ
げる」

とい
う目
標を
回
顧
し、
改め
て
「比
較的
整っ
た工
業
体
系と
国

民
経
済
体
系
を
打
ち
立て」
「
国
民
経
済を
世
界の
前
列に
立
た
せ

る」
こ
との
必
要性を
「四つ
の
現
代
化」
と
して
強
調し
たの
で

あっ
た。

だ
が、
こ
うして
提
起
さ
れ
た
「四つ
の
現
代
化」
は、
具
体的

な
経
済
計
画で
あるよ
りは、
なによ
り
も
ま
ず、
脱
文
革の
た
め

第4章
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の
政
治
戦
略と
して
推
進
さ
れ
ざ
る
を
得なかっ
たの
で
あ
り、
そ

れ
だ
けに、
い
わ
ゆ
る
文
革
派の
抵
抗
も
大
きかっ
た。
し
か
し、

一
九
七
六
年の
毛
沢
東の
死、
北
京政
変によ
るい
わ
ゆ
る
「四
人

組」
失
墜を
経て、
文
化大
草
命の
終
結を
宣
言し
た一
九
七
七
年

八
月の
中
国
共
産
党一
一
全
大
会で
は、
新しい
党
規
約の
なか
に

「四つ
の
現
代
化」
が
明
記
さ
れ
た。
こ
こ
に
「四つ
の
現
代
化」

は
脱
文
革の
表
象と
なっ
たば
か
りで
な
く、
翌
七八
年二
月の
第

五
期
全
人
代
第一
回
会
議で
は
華国
鋒政
治
報
告の
なかの
「
国
民

経
済
発
展
十カ
年
計
画（一
九七六年｜八五年〉」
と
し
て
具
体
化

され、
中
国の
新しい
国
家目
標と
なっ
た。

こ
うした
曲
折を
経て
「四つ
の
現
代
化」
が
統一
的
な
国
家目

標と
して
最
終
的に
定
着し
たの
は一
九
七
八
年
二一
月の
中
国
共

産
党一
一
期三
中
全
会に
おい
て
で
あっ
た。
や
が
て一
九
七
九
年

六
i七
月の
第五
期
全
人
代
第二
回
会
議で
は
「四つ
の
現
代
化」

を
「
調
整・
改
革・
整
頓・
向上」
させ
るこ
と
が
決
定さ
れ、
今

日にい
たっ
てい
る。

もとよ
り、
建
国以
後
半世
紀近
くに
わ
たっ
て
激
動の
政
治
的

振
幅を
く
りか
え
して
きた
中
国は、
社
会主
義
的
近
代
化へ
の
基

盤をい
ま
だ
形
成し
えてい
ない
の
で
あ
り、
膨
大
な
農
業社
会と

しての
中
国の
産
業
構造の
転
換も
なお
きわ
め
て
困
難で
あっ
て、

最
近の
郵
小
平主
導下のい
わ
ゆる
改
革・
開
放
政
策に
もか
か
わ

ら
ず、
「四つ
の
現
代
化」
を
目
指
す
中
国の
将
来に
は
厳
しい
試

練が
待ち
う
けてい
る
とい
えよ
う。

（
中
嶋
嶺
雄）
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こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
は、
一

九
七
五
年
一

二
月
の

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
に
よ
る
「
新
太
平
洋
ド
ク
ト
リ
ン
」

に
見
ら
れ
る

よ
う
に、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

大
西
洋
地
域
に
か
ん
し
て
は
米
ソ
聞
の
デ

タ
ン
ト
戦
略
を
維
持
し
つ
つ
も、

ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
か
ん
し

て
は、

米
日
中
の
太
平
洋
横
断
的
連
携
を
強
化
し
て
ソ
連
に
対
決
す

る
と
い
う
こ
元
的
な
世
界
戦
略
へ
と
転
じ、

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
略

伝
中
国
が
全
面
的
に
応
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て、

こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
反

「
覇
権」

連
合
が
形
成
さ
れ
た。

こ
う
し
た
方
向
の
当
然
の
帰
結
と

し
て、

米
中
両
国
は
カ
l
タ
l
大
統
領
と
部
小
平
副
総
理
の
イ

子
ン

ア
チ
プ
の
も
と
で、
一

九
七
九
年
一

月
一

日
に
国
交
を
樹
立
し、

戦

後
の
残
さ
れ
た
外
交
懸
案
を
一

挙
に
決
着
し
た。

思
え
ば、

米
中
関
係
の
歴
史
は、

ア
ヘ
ン
戦
争
直
後
の
一

八
四
四

年
に
調
印
さ
れ
た
米
中
（
消）

聞
の
望
厩
条
約
を
端
緒
と
し
て、

以

後
百
年
に
近
く、

相
互
の
人
的
交
流
と
好
感
情
を
維
持
し
て
き
た
と

い
う
点
に
お
い
て、

き
わ
め
て
摩
擦
の
少
な
い
調
和
の
と
れ
た
国
際

関
係
だ
っ
た
の
で
あ
り、

戦
後
の
対
決
の
時
期
を
例
外
と
す
れ
ば、

米
中
両
国
の
あ
い
だ
に
は、

太
平
洋
を
隔
て、

日
本
列
島
を
跨
い
で、

な
が
く
培
わ
れ
た
親
和
の
紐
帯
が
存
在
し
て
き
た
と
も
い
え
よ
う。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
る
だ
け
に、

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
中

ソ
和
解
は
最
大
の
悪
夢
で
あ
っ
た。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は、

非
毛
沢
東

化
が
進
行
す
る
中
国
に
た
い
し
て、

中
ソ
和
解
を
阻
止
す
る
た
め
に

も、

中
国
を
軍
事
的
に
支
援
す
る
政
策
を
実
行
し
よ
う
と
し、

ま
た、

「
四
つ
の
現
代
化」

を
か
か
げ
る
中
国
に
た
い
し
て
経
済
的
・

技
術

的
協
力
を
お
こ
な
っ
た
が、

米
中
関
係
は
ア
メ
リ
カ
の
対
台
湾
武
器

20 

日
中
平
和
友
好
条
約

一

九
七
八
年
八
月、

わ
が
国
は
中
国
と
の
あ
い
だ
に
日
中
平
和
友

好
条
約
を
締
結
し
た。

こ
の
条
約
の
締
結
は、

日
中
両
国
間
の
友
好
関
係
を
増
進
す
る
た

め
の
基
礎
と
し
て、
一

九
七
二
年
の
日
中
国
交
樹
立
以
来
の
懸
案
で

あ
っ
た
が、
「
覇
権」

問
題
を
め
ぐ
る
一

連
の
日
中
交
渉
の
す
え
に、

い
わ
ゆ
る
「
覇
権」

条
項
は、

同
条
約
第
二
条
に
と
り
い
れ
ら
れ、

同
条
約
第
四
条
と
し
て、
「
こ
の
条
約
は、

第
三
国
と
の
関
係
に
関

す
る
各
締
約
国
の
立
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う

条
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る。

日
本
政
府
は、

こ
の
第
四
条
の

い
わ
ゆ
る
H
第
三
国
条
項H

を
中
国
側
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り、

こ
こ
で
の
「
覇
権」

問
題
は
特
定
の
国
（
つ
ま
り
ソ
連）

を
指
す
も

の
で
は
な
い
と
の
解
釈
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が、

こ
の
よ
う
な
付
帯

条
件
は
す
で
に
一

九
七
二
年
の
米
中
「
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ」

に
も、

「
ど
ち
ら
の
側
も
い
か
な
る
第
三
者
を
代
表
す
る
つ
も
り
は
な
く、

ま
た、

相
手
方
と、

そ
の
他
の
国
ぐ
に
に
つ
い
て
の
協
定
や
了
解
に

達
す
る
た
め
の
交
渉
を
す
る
つ
も
り
も
な
い
」

と
付
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り、

い
わ
ば
当
然
の
条
件
だ
っ
た
と
い
え
よ
う。

t

「
覇
権」

条
項
に
た
い
す
る
中
国
側
の
奥
深
い
合
意
を
考
え
た
と

沌
・

き、

日
中
平
和
友
好
条
約
は、

や
は
り
中
国
側
の
戦
略
・

戦
術
上
の

i

座
標
軸
に
お
い
て
結
ぼ
れ
た
と
の
感
を
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

多僅化の傾向

輸
出
な
ど
米
台
関
係
に
拘
束
さ
れ
て
一

九
八
0
年
代
に
な
る
と
冷
却

化
し
は
じ
め
た。

こ
う
し
て
米
中
関
係
は
中
ソ
和
解
と
の
関
連
で
大
い
に
注
目
さ
れ

た
が、
一

九
八
0
年
代
末
か
ら
の
脱
冷
戦
に
よ
る
米
ソ
関
係
の
歴
史

的
変
化
と
一

九
九
一

年
末
の
ソ
連
邦
解
体
に
見
ら
れ
る
脱
社
会
主
義

化
に
よ
っ
て、

ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
「
チ
ャ
イ
ナ
・
カ
i
ド」

政

策
は
も
は
や
不
必
要
と
な
り、

米
中
関
係
を
よ
り
低
位
の
国
際
関
係

に
移
行
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
よ
う。

そ
う
し
た
な
か
で
一

九
九
一

年
の
湾
岸
戦
争
で
の
ア
メ
リ
カ
の
ハ

イ
テ
ク
兵
器
の
戚
力
を
目
撃
し
た
中
国
は、
一

九
九
二
年
夏
に
プ
ッ

シ
ュ
米
大
統
領
が
台
湾
へ
の
F
M
戦
闘
機
の
大
量
売
却
を
発
表
し
た

こ
と
も
あ
っ
て、

ア
メ
リ
カ
の
「
単
独
覇
権」

を
警
戒
し
は
じ
め
て

い
る白

（
中
嶋

嶺
雄）
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ニ
ク
ソ
ン
（
m
w
z
a
玄－
ZMo
p
s
z’）

ア
メ
リ
カ
第
三
七
代
大
統
領 。

連
邦
議
会
下
院
で
反
共
主
義
の
闘
士
と
し
て
明
ら
し、

上
院
綿
員
を
経
て
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
l

大
統
領
時
代
に
副
代
統
領
を
務
め
た。
一
九
六
O
年
の
選
挙
で
は
ケ
ネ
デ
ィ

民
主
党
候
補
に
敗
れ
た
が 、

六
八
年
の
選
挙
で
再
び
共
和
党
候
補
と
し
て
出
馬
し
当

選 。

対
外
政
策
に
力
を
注
ぎ 、

カ
ン
ボ
ジ
ア
お
よ
び
ラ
オ
ス
へ
の
侵
攻
を
命
ず
る
－

方
で
樹
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
米
軍
撤
退
を
進
め 、

冷
破
時
代
の
緊
張
を
緩
和
さ
せ
る

方
向
を
打
ち
出
し
て ．

ソ
連
と
の
職
略
兵
器
制
限
交
渉
〈
S
A
L
TV

を
開
始
し‘

七
二
年
に
は
中
国
を
訪
問
し
て
米
中
関
係
再
開
の
道
を
聞
い
た。
一
九
七
二
年
の
選

挙
で
は
地
す
べ
り
的
勝
利
で
再
選
さ
れ 、

キ
プ
ン
ン
ジ
ャ
l

国
務
長
官
と
共
に
対
外

政
策
推
進
を
図
っ
た
が 、

ウ
ォ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ト

事
件
が
き
っ
か
け
で
七
四
年 、

辞
任

に
追
い
込
ま
れ
た。

（
本
間）

も
と
よ
り、

こ
の
よ
う
な
見
方
に
た
い
し
て
は、

日
中
平
和
友
好

条
約
の
締
結
は、

日
中
国
交
正
常
化
の
当
然
の
帰
結
で
あ
り、

わ
が

国
に
と
っ
て
固
有
な
日
中
友
好
関
係
の
強
化
発
展
の
た
め
に
も
一

日

も
早
く
締
結
す
べ
き
で
あ
っ
た、

と
の
一

般
的
見
方
が
存
在
す
る
で

あ
ろ
う。

だ
が
「
覇
権」

条
項
を
含
む
か
た
ち
の
日
中
平
和
友
好
条

約
は、

こ
の
条
約
そ
れ
自
身、

本
来
的
に
は
日
中
両
国
間
の
外
交
懸

案
で
あ
っ
て
も、

今
日
の
国
際
政
治
の
地
平
に
お
い
て
は、

も
は
や

い
か
な
る
点
か
ら
し
て
も
二
国
聞
の
イ
シ
ュ
l
に
と
ど
ま
ら
な
い
意

味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

、
A70こ

う
し
て
わ
が
国
は、

日
中
平
和
友
好
条
約
の
締
結
と
い
う
一
つ

の
重
大
な
歴
史
の
選
択
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
が、

ア
ジ
ア
の
平

和
と
安
定
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
た
日
中
友
好
の
新
時
代
が
閉
幕
し

は
じ
め
た
矢
先
に、

わ
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の
将
来
に
た
い

し
て、

従
来
以
上
の
懸
念
と
不
安
を
抱
か
さ
る
を
得
な
い
よ
う
な
国

際
関
係
の
流
動
的
変
化
に
直
面
し
た
の
で
あ
っ
た。

す
な
わ
ち、

日
中
条
約
の
締
結
は
日
中
関
係
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ、

安
定
さ
せ
た
反
面、

ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
っ
て
「
覇
権」

の
連
鎖
反

応
を
引
き
起
こ
し
た。

日
中
条
約
締
結
直
後
の
七
八
年
一

O
月、

ソ

連
は
わ
が
国
北
方
領
土
の
エ
ト
ロ
フ
（
択
捉）、

ク
ナ
シ
リ
（
国
後）

両
島
の
軍
事
基
地
化
を
は
か
り、

翌
一
一

月
に
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の・

あ
い
だ
に
友
好
協
力
条
約
を
結
ん
で
東
南
ア
ジ
ア
の
一

角
に
ソ
連
の

軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
明
白
に
確
立
し
た。

そ
の
よ
う
な
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
は
中
国
の
脅
戚
を
ソ
連
の
後
ろ
楯
に
よ
っ
て
か
わ
す
反
面、

ソ
連

173 
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覇

権

主

義

中
ソ
対
立
下
の
中
国
は、

ソ
連
の
対
外
行
動
を
「
覇
権
主
義」

だ

と
非
難
し
て、

反
「
覇
権」

の
立
場
を
高
唱
し
た。

こ
の
よ
う
な
中
国
の
主
張
は、

い
わ
ゆ
る
『
覇
権」

条
項
と
し
て、

米
中
接
近
と
い
う
歴
史
的
な
ド
ラ
マ
を
完
成
さ
せ
た
一

九
七
二
年
の

米
中
共
同
声
明
（
「
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ」）

の
な
か
に
最
初
に
盛
り
込
ま

れ、

次
い
で
同
年
の
日
中
国
交
樹
立
の
際
の
日
中
共
同
声
明、
一

九

七
八
年
の
日
中
平
和
友
好
条
約
に
も
挿
入
さ
れ
た
が、

そ
の
「
覇

権」

条
項
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

「
ど
ち
ら
の
側
も
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
覇
権
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
。

い
ず
れ
の
側
も
い
か
な
る
他
の
国
あ
る
い
は
国
家
集
団

が、

こ
う
し
た
覇
権
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る」

と
こ
ろ
で、

こ
こ
で
中
国
側
が
主
張
す
る
「
覇
権」

な
い
し
は

「
覇
を
称
え
る」

と
は、
「
軍
事
力
も
し
く
は
経
済
力
を
用
い
て、

他

国
を
侵
略
し、

圧
迫
し
て
自
己
の
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と」

二
新
華

字
典」
一
九
七
一
年
版）

と
い
っ
た
事
柄
を
指
す
の
で
あ
る
が、

中
国

が
「
覇
権
主
義」

反
対
を
当
面
の
世
界
戦
略
の
基
礎
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
と
し
て
は、

次
の
諸
点
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

ま
ず
第
一

は、
「
覇
権」

と
い
う
言
葉
自
体
が
中
国
語
と
し
て
も、

き
わ
め
て
新
し
い
特
殊
な
政
治
用
語
で
あ
り
（
も
と
よ
り、

古
来、

『
覇
者」
「
覇
道」

と
い

う
雷
葉
は、
「
王」

に
た
い
す
る
反
対
語
と
し
て
の

1’ 

米

中

和

解

多極化の傾向

第
二
次
大
戦
後
の
東
西
冷
戦
は、

ア
ジ
ア
に
お
い
て、

米
中
対
立

と
い
う
ア
ジ
ア
の
冷
戦
の
構
図
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
た
。

こ
の
よ

う
な
米
中
対
立
は、
一

九
五
O
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
に
お
い
て

米
中
双
方
が
軍
事
的
に
対
時
し、

ま
た、

六
0
年
代
後
半
の
イ
ン
ド

シ
ナ
戦
争
に
お
い
て、

ア
メ
リ
カ
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
た
中

国
と
敵
対
し
た
こ
と
に
よ
っ
て、

宿
命
的
な
も
の
だ
と
さ
え
み
な
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た。

北
京
と
台
北
と
い
う
「
二
つ
の
中
国」

の

対
立
状
況
に
お
い
て、

ア
メ
リ
カ
が
一

貫
し
て
台
北
政
権
を
支
持
し

て
き
た
こ
と
も、

米
中
対
決
の
基
本
ペ
1
ス
を
形
成
し
て
き
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

蒋
介
石
の
国
民
政
府
に
よ
る
中
国
大
陸
の
統

一

を
構
想
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

中
華
人
民
共
和
国
が
出
現

し
た
こ
と
に
よ
っ
て、
「
中
国
喪
失」

に
苛
立
っ
た
ア
メ
リ
カ
は、

中
国
側
が
「
向
ソ
一

辺
倒」

を
宣
言
し、

中
ソ
友
好
を
掲
げ
る
と
と

も
に、

旧
植
民
地
諸
国
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
の
民
族
解
放
闘
争
を

支
援
す
る
こ
と
に
た
い
し
て、

い
わ
ゆ
る
「
中
国
封
じ
込
め
政
策」

を
も
っ
て
対
抗
し、

こ
う
し
て
一

九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成

立
以
来、

二
0
年
間
に
わ
た
る
「
共
産
中
国」

と
「
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義」

と
の
米
中
対
立
が
続
い
て
き
た
の
で
あ
っ
た。

し
か
し、

六
0
年
代
に
入
っ
て、
一

方
で
中
ソ
対
立
が
激
化
し、

ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の
苦
境
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
構
想
し
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「
覇」
と
と
も
に
存
在
し
た
て
「
覇
権
主
義」

と
い
う
用
語
は
一

九
七

O
年
四
月
に
中
国
側
が
い
わ
ゆ
る
「
プ
レ
ジ
ネ
フ
・

ド
ク
ト
リ
ン
」

を
「
ま
ぎ
れ
も
な
い
覇
権
主
義
で
あ
る」

と
非
難
し
た
と
き
に、

最

初
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た。

こ
こ
に
見
る
よ
う
に、
『
覇
権
主

義」

と
い
う
表
現
そ
れ
自
体、
H
中
ソ
冷
戦H

時
代
の
対
ソ
戦
略
の

た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が、

そ
れ
は
や
が
て
一

九
七
三
年

以
降、
「
深
く
地
下
道
を
掘
り、

広
く
食
糧
を
蓄
え、

覇
を
称
え
ず

（
深
控
洞、

広
釈
根、

不
称
覇）」

と
い
う
毛
沢
東
指
示
に
支
え
ら
れ
て、

中
国
の
当
面
の
外
交
原
則
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た。

第
二
に
は、
「
覇
権」

条
項
は、

そ
も
そ
も
ソ
連
側
が
「
ア
ジ
ア

集
団
安
保」

構
想
に
基
づ
い
て
中
国
封
じ
込
め
体
制
を
強
化
す
る
な

か
で
各
国
と
結
ぴ
は
じ
め
た
平
和
友
好
条
約
な
い
し
は
善
隣
友
好
条

約
の
な
か
の
「
協
議」

条
項
つ
い
っ
た
ん
緩
急
あ
ら
ば、

双
方
が
軍
事

上、

政
治
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
協
議
す
るu

と
の
主
旨
か
ら
成
る
）

へ

の

ア
ン
チ
・

テ
ー
ゼ
と
し
て
中
国
側
が
提
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る。

第
三
に
は、
「
覇
権」

概
念
へ
の
特
殊
中
国
的
な
含
意
で
あ
り、

そ
こ
に
は、

中
国
的
世
界
秩
序
観
会
Z
n
F
5
20
当
日
E
o
a
a）
へ

の
背
反
を
「
覇
権
主
義」

と
し
て
糾
弾
し
よ
う
と
す
る
色
濃
い
戦
略

論
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る。

し
か
し、

中
ソ
和
解
が
進
展
し
た
の
ち
ソ
連
邦
解
体
に
直
面
し
た

今
日
で
は、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
を
「
単
独
覇
権」
と
見
倣
し
つ
つ
あ
る。

い
ず
れ
に
せ
よ、

そ
の
と
き
ど
き
の
中
国
側
の
世
界
認
識
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
政
治
用
語
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

（
中
嶋

嶺
雄）

170 

は
じ
め
た
と
き、

こ
の
宿
命
的
対
立
に
も
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
た。

一

九
六
九
年
七
月
の
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
に
よ
る
「
グ
ア
ム
・

ド

ク
ト
リ
ン
」

に
よ
っ
て、
「
ア
ジ
ア
か
ら
の
撤
退」

を
企
図
し
は
じ

め
た
ア
メ
リ
カ
は、

申
国
側
に
た
い
し
て
相
次
い
で
和
解
へ
の
シ
グ

ナ
ル
を
発
し、
一

方、

中
ソ
対
立
が
双
方
の
国
境
を
め
ぐ
る
軍
事
衝

突
に
ま
で
発
展
し
て
「
ソ
連
の
脅
威」

を
深
刻
に
感
じ
は
じ
め
て
い

た
中
国
は、

折
か
ら
の
文
化
大
革
命
の
収
束
と
と
も
に、

こ
の
よ
う

な
ア
メ
リ
カ
側
の
シ
グ
ナ
ル
を
受
け
と
め、

こ
う
し
て
ニ
ク
ソ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
世
界
を
驚
か
せ
た
一

九
七
一

年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中

発
表
と
な
っ
た
の
で
あ
る。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
特
別
補
佐
官

の
隠
密
外
交
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
っ
た。

ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
は

翌
七
二
年
二
月
に
訪
中
し
て、

歴
史
的
な
米
中
和
解
の
共
同
声
明

（
「
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ」〉
を
発
表
し、
台
湾
と
の
関
係
を
当
面、
現
状
維
持

し
た
ま
ま、

こ
こ
に
米
中
接
近
と
い
う
世
紀
の
ド
ラ
マ
が
実
現
し
た。

こ
う
し
て、

ア
ジ
ア
を
か
け
め
ぐ
っ
た
米
中
接
近
は、

い
わ
ゆ
る

デ
タ
ン
ト
（
緊
張
綾
和）

の
象
徴
的
な
事
例
と
み
な
さ
れ、

冷
戦
構

造
は
も
は
や
自
壊
し
た
か
の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
た。

だ
が、

米
中
接

近
は、

六
0
年
代
以
降
の
中
ソ
対
立
の
結
果、

そ
し
て
同
時
に
ア
メ

リ
カ
の
力
の
相
対
的
な
低
下
の
結
果、

冷
戦
サ
プ
・
シ
ス
テ
ム
が
転

位
し
た
こ
と
で
あ
り、

国
際
政
治
の
バ
ラ
ン
ス
・

オ
プ
・
パ
ワ
l
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
た
め
に、

ソ
連
の
世
界
戦
略
を
大
い
に

刺
激
し、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
に
加
え
て、

中
束、

ア
フ
リ
カ
大

陸、

太
平
洋
地
域
全
域
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
〈
新
し
い
戦
争〉

を

開
幕
さ
せ
た
の
で
あ
る。
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の
支
援
に
支
え
ら
れ
て
一

二
月
初
旬
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
反
ポ
ル
・

ポ
ト
勢
力
と
統
一

戦
線
を
結
成、

翌
七
九
年
一

月
に
は
一

挙
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
へ
侵
攻
し
て、

プ
ノ
ン
ベ
ン
を
陥
落
さ
せ
た
の
で
あ
る。

こ

の
よ
う
な
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
行
動
に
苛
立
っ
た
中
国
は
翌
二
月、

制
裁

の
た
め
の
中
越
戦
争
へ
と
進
ん
で
い
っ
た。

こ
う
し
て
ア
ジ
ア
の
情

勢
は、
「
覇
権」

条
項
入
り
の
日
中
平
和
友
好
条
約
を
テ
コ
と
し
て、

一
カ
月
ご
と
に
急
速
な
「
覇
権」

と
反
「
覇
権」

の
連
鎖
反
応
を
引

き
起
こ
し、

ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
を
大
き
く
流
動
化
さ
せ
た。

右
の
よ
う
な
諸
展
開
を
見
る
に
つ
け、

日
中
平
和
友
好
条
約
の
締

結
に
か
ん
し
て、

わ
が
国
の
側
に
決
定
的
に
欠
如
し
て
い
た
の
は、

今
日
の
日
中
関
係
は
も
は
や
二
国
間
関
係
で
は
あ
り
得
ず、

そ
れ
自

身、

き
わ
め
て
能
動
的
か
つ
現
状
変
更
的
な
国
際
関
係
で
あ
る
と
い

う
視
座
で
あ
っ
た。

そ
し
て、

ひ
と
た
び
締
結
さ
れ
た
日
中
条
約
は、

こ
う
し
た
わ
が
国
に
固
有
な
諸
要
因
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
自
己

運
動
を
展
開
し、

大
き
な
国
際
的
波
紋
を
広
げ
た
の
で
あ
っ
た。

こ
う
し
て、

日
中
平
和
友
好
条
約
の
締
結
は、

日
中
関
係
を
強
化

し、

中
国
の
対
日
経
済
依
存
度
を
高
め
た
反
面、

わ
が
国
を
め
ぐ
る

国
際
環
境
が
日
中
平
和
友
好
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
大
い
に
宥
和
し

安
定
す
る
だ
ろ
う
と
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
も
か
か
わ
ら
ず、

ソ
連

の
ア
ジ
ア
戦
略
を
大
き
く
刺
激
し
た
こ
と
に
よ
っ
て、

ア
ジ
ア
の
国

際
環
境
の
現
実
が
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
大
き
な

反
作
用
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た。

し
か
も
中
圏
内
政
の
非
毛
沢

東
化
と
と
も
に
中
ソ
和
解
が
進
展
し、

さ
ら
に
一

九
九
一

年
末
に
は

ソ
速
が
解
体
し
た
た
め、

中
国
は
ア
メ
リ
カ
を
「
覇
権
主
義」

と
呼

21 

中

越

戦

争

多極化の傾向

一

九
七
九
年
二
月
一

七
日、

中
越
国
境
に
集
結
し
て
い
た
約
三
O

万
人
の
中
国
「
国
境
警
備
隊」

の
う
ち
約
二
O
万
人
が
「
自
衛
反

撃」

の
た
め、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
に
加
え
た
「
制
裁
戦
争」

を
さ
す。

緒
戦
で
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
の
抵
抗
が
強
く、

中
国
側
の
損
害
は
大
き

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、

間
も
な
く
態
勢
を
た
て
な
お
し
た
中
国
人

民
解
放
軍
が
三
月
五
日、

ラ
ン
ソ
ン
市
を
攻
略
し
た
と
こ
ろ
で
「
懲

罰
目
的
を
果
た
し
た」

と
し
て
撤
兵
し
は
じ
め、

同
月
一

七
日、

撤

退
完
了
を
宣
言
し
た。

中
国
兵
の
死
者
一

万
人
余、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側

戦
死
者
約
三
万
七
O
O
O
人
と
い
わ
れ
た。

直
接
的
な
戦
争
原
因
は
中
越
国
境
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
挑
発
に

対
す
る
制
裁
に
あ
る
が、

実
際
に
は
そ
れ
だ
け
で
な
く、

前
年
一

二

月
二
五
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
寧
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
と

ポ
ル
・

ポ
ト
政
権
転
覆
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し、

さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
れ
ば
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
末
期
に
お
け
る
ハ
ノ
イ
指
導
層
の
対

中
不
信
と
ソ
連
寄
り、

そ
れ
に
対
す
る
北
京
指
導
層
の
不
快
感、

七

八
年
三
月
以
降
の
中
越
対
立
の
激
化
（
準
備、
中
国
系
市
民
の
財
産
固

有
化
と
大
量
難
民
化、

中
国
側
の
対
越
健
助
停
止、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
コ
メ
コ

ン
加
盟
な
ど）

の
帰
結
と
し
て
の
ソ
越
友
好
協
力
条
約
へ
の
反
発
な

ど
が
あ
っ
た。

中
国
側
が
こ
の
時
期
を
え
ら
ん
だ
の
に
は、

①
一

カ
月
後
ぐ
ら
い

第4j置

ぴ
は
じ
め
て
い
る。
一

九
九
一

年
初
頭
の
湾
岸
戦
争
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
圧
倒
的
な
軍
事
的
優
位
を
中
国
が
「
覇
権
主
義」

と
見
た
の

も、

そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た。

こ
の
よ
う
に
「
覇
権」

条
項
入
り
の
本
条
約
に
は
様
々
な
問
題
が

含
ま
れ
て
い
る
が、

日
中
両
国
は
一

九
八
人
年
に
一

O
年
の
期
限
を

満
了
し
て、

こ
れ
を
自
動
延
長
し
て
い
る。

（
中
嶋

嶺
雄〉
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周
恩
来（N
－ga
p－－白F
E
SS
E吋＠〉
中
国
革
命
の
指
導
者
群
像
の一
人
と

して 、
そ
の
初
期に
は
軍
の
政
治
指
導
の
任に
あっ
た
周
思来は 、
や
が
て一
九
三

六
年
の
西
安
事
変に
見られ
た
よ
うに 、
政
治
的
妥
協
と
間
停に
そ
の
才
能をい
か

ん
な
く
発
揮
し 、
四
五
年の
蒋
介
石・
毛
沢
東
の
重
度
会
談 、
五
O
年
のス
ター
リ

ン・
毛
沢
東
の
モ
ス
ク
ワ
会
説 、
五
五
年
のバ
ン
ドン
会
議 、
七
二
年
のニ
クソ

ン・
毛
沢
東
会
設
など 、
中
国
の
党と
国
家
の
対
外
交
渉
に
決
定
的
な
役
割
を
演
じ

た
中
国
の
対
外
的
な
顕で
あ
り 、
い
わ
ゆ
る
『
国
家
外
交」
の
担い
手で
あっ
た 。

中
華
人
民
共
和
国
成立
後は 、
四
半
世
紀
余
の
あい
だこ
の
国
の
首
相〈
政
務院
の

ち
国
務
院
総
理）
で
あっ
た
周
恩
来は 、
内
政
面
で
も
毛
沢
東
主
席
の
片
腕
と
なっ

た 。
恋
意
的
な
毛
沢
東
家
父
長
政
治へ
の
潜
在
的
な
批
判
者
と
も
な
り 、
今
日
の

「四
つ
の
現
代
化」
とい
う
非
毛
沢
東
化の
戦
略
を
固
め
て 、
中
国
民
衆
に
敬
慕
さ

れ
てい
る 。
し
か
し 、
林
彪
異
変や
文
化大
革
命
で
の
周
恩
来
の
役
割
など 、
や
が

て
解
明
さるべ
き
問
題
も
多
く
残
さ
れ
てい
る 。

（
中
嶋）

に
雨
期
が
は
じ
ま
る
の
で
戦
線
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る。

②

春
に
な
れ
ば
中
ソ
国
境
の
雪
が
と
け
て
ソ
連
の
戦
車
の
商
進
を
困
難

に
す
る
こ
と
が
で
き
る、

③
対
米
正
常
化
を
な
し
と
げ
「
ア
メ
リ

カ
・
カ
l
ド」

が
使
え
る、

な
ど
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が、

さ
ら

に
重
要
な
こ
と
は
フ
ァ
ン
・
パ
ン
・

ド
ン
首
相、

パ
ン
・

チ
ェ
ン
・

ズ
ン
人
民
軍
参
謀
総
長
ら
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
訪
れ
た
翌
日
を
D
デ
イ

と
き
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る。

こ
う
し
て
ハ
ノ
イ
側
の
不
意
を
つ
き

な
が
ら、

侵
略
目
的
を
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し、

戦
争
の
拡

大
を
望
ま
ず、

し
か
も
そ
れ
に
成
功
し
た
こ
と
は、
一

九
六
二
年
の

中
印
国
境
紛
争
と
類
似
し
た
局
地
的
限
定
戦
争
の
好
例
と
な
っ
た。

陸
上
だ
け
の
戦
闘
で
海
空
軍
は
介
入
せ
ず、

し
か
も
米
ソ
を
介
入
さ

せ
な
い
で
収
拾
し
た。

こ
の
侵
攻
で
中
国
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
与
え
た

心
理
的
戚
圧
は、

そ
の
後
の
中
越
関
係
で
後
者
に
不
利
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
そ
の
後
も
ソ
連
の
支
援
を
得
て、

ポ
ル
・

ポ
ト
反

越
勢
力
を
駆
逐
し
よ
う
と
し
た
が
中
国
に
よ
る
対
ポ
ル
・

ポ
ト
軍
支

援
の
た
め
奏
功
せ
ず、

こ
れ
に
よ
っ
て
被
っ
た
経
済
的
疲
弊
を
克
服

す
る
た
め
に
も
八
九
年
に
は
自
国
軍
を
撤
退
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た。

そ
し
て
九
一

年
に
は
反
中
派
と
い
わ
れ
た
グ
エ
ン
・
コ
・

タ

ッ
ク
外
相
を
解
任
し
て
対
中
関
係
正
常
化
を
果
た
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
中
国
に
盾
突
く
こ
と
が
高
価
に
つ
く
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た。

こ
の
意
味
で
中
越
戦
争
に
よ
る

中
国
の
対
越
制
裁
は
依
然
と
し
て
効
果
を
も
ち
続
け
て
い
る。

（
西

原

175 

正）
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中
国
の
対
外
開
放
政
策

一
九
七
六
年九
月の
毛
沢
東の
死、
同
年一
O
月の
北
京政
変に

よ
る
「四
人
組」
失
墜
を
経て、
文
化大
革
命の
終
結を
宣言
し
た

中
国で
は、
一
九
七
七
年八
月の
中
国
共
産
党一
一
全
大
会で
新し

い
党
規
約の
な
か
に
「四つ
の
現
代
化」
を
明
記
し、
こ
う
し
て

徐々
に
対
外
開
放政
策を
と
りは
じ
め、
や
が
て八
0
年
代に
は
積

極的にこ
の
政
策を
推
進
し
た。
しか
し、
一
九八
九
年
六月の
天

安門
「血の
日
曜日」
事
件にみ
ら
れ
た
よ
うに、
内
部
的
な
政
治

的・
経
済的
矛盾にぶ
つ
かっ
て
対
外
開
放政
策も一
時
停滞
し、

今日で
も
さ
ま
ざま
な
障
害に
出
会っ
てい
る
が、
基
本
的にこ
の

政
策を
変
更
するこ
と
は
もは
や
不
可
能で
あろ
う。

対
外
開
放政
策の
基
礎と
しての
「四つ
の
現
代
化」
が
統一
的

な
国
家目
標と
して
最
終的に
定
着したの
は、
部
小
平が
再
復
活

し
たの
ちの一
九
七八
年一
二
月の
中
国
共
産
党一
一
期三
中
全
会

に
おい
て
で
あっ
た。
だ
が、
「四つ
の
現
代
化」
が
路
線
的に
も

定
着する
や、
それは
もは
や
政
治
闘
争の
スロ
ー
ガン
で
は
あ
り

え
な
くな
り、
実
行
可
能な
プロ
グ
ラム
と
しての
調
整がは
や
く

も三
中
全
会で
は
か
ら
れ
たの
で
ある。
や
が
て一
九
七
九
年六
｜

七
月の
第五
期
全
人
代
第二
回
会
議
で
は
「四つ
の
現
代
化」
を

「調
整・
改
革・
整
頓・
向上」
さ
せ
る
とい
う
名
目で
の
規
模
縮

小が
決
定され、
以
後、
中
国で
は、
再三に
わ
たっ
て
経
済調
整

動掘す る 国際経済秩序

O
ー一
一
月の
中
国
共
産
党
第
二ニ
回
党大
会で
対
外
開
放政
策の

基
本戦
略と
して
「
沿
海
地
区
経
済発
展戦
略」
を
提
起
し、
そ
れ

は、
翌八
八
年二
月の
党
中
央政
治
局
第四
回
全
体
会
議で
承
認さ

れ
た。
こ
の
構
想は、
「
経
済
特
別
区
l
沿
海
開
放
都
市｜
沿
海
経

済
開
放
区
｜
内
陸
部」
とい
う
開
放
順
序と
枠組み
の
中で
は、
と

くに
経
済
特
別
区、
開
放
都
市
の
発
展
を
重
視
し
た
「
外
向
型
経

済」
を
重
点的に
発
展させ
よ
うと
し
た
もの
で
ある。
具体的に

は
経
済
特
別
区と一
四の
沿
岸
開
放
都
市の
経
済
開
放を
さ
らに
推

進し、
と
くにア
ジ
ア
N
I
Es
の
活力
ある
経
済と
リン
ク
し
た

経
済発
展を
志
向
しよ
うと
し
た
もの
で
あ
り、
八
八
年一
月以
来、

「
国
際
大
循
環」
経
済とい
う
構
想に
よっ
て、
よ
り
具
体
化
さ
れ

るは
ずで
あっ
たー

しか
し、
イン
フレ、
物
価
高、
不正
経
済
行
為の
拡
大
など
に

よっ
て
李
鵬
首
相らの
原
則
派の
指
導者が
越
紫
陽の
経
済政
策を

批
判
し
始め
た
た
め、
八
八
年九
月の
中
国
共
産
党一
三
期三
中
全

会で
は
組
紫
陽
自
身も
「
沿
海
地
区
経
済発
展戦
略」
に
言
及し
な

かっ
た。
そ
し
て、
強
硬
な
経
済
引
き
締
め
を
決
定
し
た
八
九
年

一一一
｜四
月の
第七
期
全
国
人
民
代
表大
会
第三
国
会
議の
李
鵬
首
相

報
告か
らは、
こ
の
構想が
全
く
影を
ひ
そめ
て
し
まっ
た。
一
九

人
九
年六月の
天
安門
事
件で
趨
紫
陽
も
失
脚し
た
今日、
中
国の

対
外
開
放政
策の
前
途に
は
さま
ざ
ま
な
困
難が
ある
とい
えよ
う。

もっ
と
も、
中
国
当
局は、
改
革・
開
放とい
う
当
面の
基
本
路

線に
変更は
な
く、
今
後も
引
きつ
づ
き
対
外
開
放政
策を
堅
持
す

る
と
主
張してい
る。
こ
うし
た
なかで、
聞に
深
捌をは
さん
で

第Si担

がは
か
ら
れ
て
今日にい
たっ
てい
る。

。

対
外
開
放政
策の
中で
特
筆
すべ
きは
経
済
特
別
区の
存
在で
あ
幻

る
が、
一
九
七
九
年
七月、
深制、
珠
海、
油
頭（以上、
広東省）、

度
門（
福建省）
の
四
都
市
が
経
済
特
別
区
に
指
定
さ
れ（
当初は

「輸出特別区」
と呼ばれたて
八
八
年
四
月
に
は
海
南
島も
省に
昇

格
する
と
と
もに
五つ
目の
経
済
特
別
区に
なっ
た。
こ
れ
らの
経

済
特
別
区で
は、
外国か
ら
資
本や
技
術を
導入
し、
中
国
側
が
労

働力、
土
地、
建
物を
提
供して
設立
さ
れ
る
合
弁企
業を
積
極的

に
誘
致
する
た
め
に、
輸
出
入
関
税の
免
除、
所
得
税の
三
年
間
据

え
置
き
などの
優遇
措
置が
講
じ
ら
れ
て
きた。
ま
た一
O
O
%
外

資の
企
業も
認
可さ
れ
てい
る。
要
する
に
外
貨
獲
得の
た
めの
拠

点で
ある
が、
中
国
側は
経
済
特
別
区で
生
産
さ
れ
た
製
品を
外
国

に
輸
出
する
とい
うH
水
際作
戦H
を
とっ
てい
るの
で、
中
国
市

場へ
参入
して
販
路
を
拡大
しよ
うと
する
外
国
企
業との
ト
ラ
ブ

ル
も
多発
する
など、
必
ずし
も
順
調に
発
展してい
る
と
はい
え

なし。中
国
最
大の
経
済
特
別
区で
香
港に
隣
接
する
深
測は、
人口
も

急
増
し
（
隣
接
の
宝
安
県
を
含
め
る
と
人
口
約一
二
O
万）、

高
層
ビ
ル

が
林立
し、
広
東
省か
ら
華
南全
域
さ
らに
は
中
国
全
土に
多大の

経
済的
影
響を
与えてい
る。
半面、
深
捌は
完全に
香
港ドル
の

支配
下に
入っ
て
しまっ
てい
て、
い
わ
ゆ
る
「
精
神
汚
染」
も
著

しい。こ
うし
た
なか
で、
対
外
開
放政
策に
もっ
と
も
積
極的で
あっ

た
趨
紫
陽・
中
国
共
産
党
総
書
記〈
当時）
は、
一
九
八
七
年一

香
港の
経
済的
影
響下で
成
長の
著
しい
広
東
省、
鹿
門の
経
済
特

別
区を
中
心に
台湾の
経
済的
影響
下で
発
展しよ
うと
する
福
建

省、
浦
東開
発
区を
中
心に
中
国
経
済の
中
拡を
担お
うと
する
上

海市
など、
中
国
沿
岸部の
経
済発
展が
注
目
さ
れ
てい
る
が、
こ

の
よ
う
な
方
向は、
社
会
主
義
を
内
側
か
ら
浸
蝕
する
「
南
風」

（
香港や
台湾からの
影響）
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あろ

う。
こ
うして
対
外
開
放政
策の
推
進と
社
会
主
義
強
権
体
制の
維

持が
大
き
く
矛
盾
する
点に、
今後の
重
大
問
題が
宿され
てい
る

とい
えよ
う。

こ
の
よ
うな
対
外
開
放政
策に
は、
中
圏
内
部で
もい
わ
ゆる
保

守
派の
抵
抗が
根
強
く、
郵
小
平は一
九
九
二
年一
l二
月、
広
東

地
区などの
南
方
視
察に
出て
深
捌や
珠
海
など
経
済
特
区の
成
功

を
称え、
改
革・
開
放を
大い
に
鼓
吹
して
保
守
派に
挑
戦
し、
彼

自
身が
対
外
開
放政
策の
第一
線に
立
た
ざる
を
得な
かっ
た。
こ

うし
た
路
線
闘
争も
潜
在してい
る
うえに、
沿
海
地
区と
内
陸
部

の
経
済
格
差の
増大、
農
村
経
済の
著
しい
立
ち
遅れ、
超
イン
フ

シアンチエンカン

レへ
の
懸
念
や
「
向
銭
看」、
つ
ま
り
拝
金
主
義の
蔓
延
な
ど
さ

ま
さま
な
問
題
も
生
じつ
つ
あ
り、
対
外
開
放政
策の
将
来に
は、

なお
十
分な
注
目が
必
要で
あろ
う。

（
中
嶋
嶺
雄）

2 1 1  
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中
国
天
安
門
事
件

毛
沢
東
体
制
末
期の一
九
七
六
年四月に
亡
き
周
恩
来
首
相を
追

悼する
か
た
ちで
起こっ
た
大
衆反
乱を
天
安門
事
件と
呼ん
で
き

たが、
六・
四
「血の
日
曜日」
事
件に
よっ
て、
一
般に
は
こ
の

事
件を
指
すよ
うに
なっ
た。

一
九
八
九
年六月
三
日
深
夜か
ら
四
日
未明に
か
け、
天
安門
広

場で
強
行さ
れ
た
流
血の
悲劇は、
その
生々
しい
現場が
全
世
界

に
報じ
ら
れ、
大
き
な
衝
撃を
与えた。
平
和的に
民主
化運
動を

進め
てい
た
学生・
市
民に
向
け、
郡
小
平、
楊
尚
昆、
李
鵬らの

意を
受
けた
人
民
解
放
軍が
無
差
別に
発
砲
し、
学生・
市
民の
側

の
死
者は
約三
七
O
O、
負
傷
者は
約一
万
と
も
推
定され
てい
る。

中
国
当
局は、
「狂
気に
走っ
た
暴
徒た
ちは
解
放
軍将
兵を
襲い、

軍用
車に
放火
し
た」
と
事
実を
ね
じ
曲
げ、
逆
手に
とっ
て
事
態

を
正
当
化しよ
うと
し
た。

同
年四月
中
旬の
胡
耀
邦・
元
総
書記の
死
を
悼む
か
た
ちで
起

こっ
た一
連の
民主
化
要
求の
背
景に
は、
郵
小
平の
超
法
規
的
君

臨、
つ
ま
り
「人
治」
に
よ
る
独
裁とい
う
現
状が
あっ
た。
「い

か
なる
指
導者で
あっ
て
も、
個
人
が
独
断
専
行し
た
り、
個
人
を

組
織の
上に
君臨させ
た
り
するこ
と
は
許きれ
ない」
との
党
規

約
第一
六
条に
反
する
行
為と
しての
「人
治」
に
対して、
学生

や
知
識
人
らは
「
法治」
の
要求を
高らか
に
掲げ、
八
九
年
春か

国
当
局に
批
判
的で
あっ
た。
東
欧
に
お
ける
中
国の
n
盟
友ヘ

ル
ーマニ
アの
チャ
ウ
シェ
ス
ク
大
統
領は
悲劇
的
な
末
路
を
た
ど

り、
東
欧
の
ホー
ネッ
カ
ー
議
長
も
退
陣〈その
後、
逮捕〉
す
る

など、
中
国
指
導
部の
国
際的孤
立
化が
進み、
中
国
最大の
輸
出

市場で
ある
香
港も
激
しい
衝
撃を
受
けて
動
揺
し
た。
事
件の
結

果、
改
革と
開
放を
唱える
中
国の
前
途に
は、
大
き
な
暗雲が
立

ちこ
め
るこ
と
と
な
り、
こ
の
事
件の
代
価は
あま
りに
も
大
きか

っ
た。三

名の
犠
牲者を
手
厚
く
弔っ
たソ
連の一
九
九一
年八
月の
政

変ド
ラマ
は、
同
年末の
ソ
連
邦
解
体へ
と
違っ
ていっ
た
が、
ま

た
同
時に、
依
然と
して
こ
の
事
件
を
「反
革
命
暴
乱」
と
み
な
し

て
強
権
体
制をと
りつ
づ
けてい
る
中
国
共
産
党の
姿と
天
安門
事

件の
悲
劇を、
い
きおい
浮
彫
りに
し
た
と
もい
えよ
う。

〈
中
鵠
嶺
雄）

第6宣告 袈化 した世界

ら
民主
化運
動を
す
すめ
て
きたの
で
あっ
た。
中
国の
市
民がこ

の
よ
うに
鋭
く
近
代的な
政
治
意
識に
基づ
い
た
民主
化
運
動を
進

め
たの
は、
建国以
来、
初め
て
で
ある。
こ
の
運
動を、
ある
種

の
市
民
草
命、
知
識
革
命と
み
な
し
うる
ゆ
えん
で
ある。

こ
うした
なか
で、
五
月一
五
日、
ゴ
ルバ
チョ
フ・
ソ
連
共
産

党
書
記
長（
当時）
が
中ソ
関
係
正
常
化
を
目
指
し
た
中ソ
首
脳
会

談の
た
め
に
訪
中し
たこ
と
は、
中
国の
民主
化運
動を
大い
に
勇

気づ
けた。
ゴ
ルバ
チョ
フはペ
レ
ス
トロ
イカ
の
旗
手と
して
大

歓迎
さ
れ
た
が、
翌五
月一
六
日のゴ
ルバ
チョ
フ・
越
紫
陽
会
談

で
越
紫
陽が
「
中
国で
は
すべ
て
の
重
要
事
項の
決
定は
郵
小
平同

志に
ゆ
だ
ね
られ
る」
との
党の
秘
密
決
議
を
暴
露
して
民主
化運

動に
賭
けたこ
とは、
党内
闘
争と
民主
化運
動が
結びつ
い
たこ

と
で
あ
り、
郵
小
平・
李
鵬
体
制へ
の
批
判が
急
速に
拡
大
して、

北
京の
デモ
は
百万
規
模にの
ぼっ
た。

そ
うし
た
運
動の
盛
り
上が
りが
権
力
構
造に
衝
撃を
与え、
強

権
支配それ
自
体が
転
覆させ
られ
る
か
も
しれ
ない
とい
う
危
機

感が、
同
年
五
月
二
O
日
の
北
京
市へ
の
戒
厳
令
布
告、
さ
ら
に

「反
革
命
暴
乱」
平
定の
た
めの
武
力
弾
圧とい
う
暴
挙につ
な
が

っ
ていっ
たの
で
ある。
事
件
後の
六月二
四
日の
党
中
央
委員
会

（一
三期四中全会）
で
は、
「
反
革
命
暴
乱」
に
加
担
し
た
と
し
て

趨
紫
陽
総
書
記
を
「反
革
命罪」
で
断
罪して
解
任、
江
沢
民
前上

海
市
長を
新
総
書記に
選
任し
た。

「血
の
日
曜日」
事
件
を
招
来
し
た
こ
と
に
よっ
て、
西
側
諸
国

は
中
国へ
の
経
済制
裁を
実
行、
ソ
逮・
東
欧
諸
国
もお
お
む
ね
中
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